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Cymbeline possesses sophisticated spectacular scenes and emblematic elements. In 
Act IV. scene ii, several scenes of short battles are incorporated and constructed as 
dumb shows. We notice emblematic elements in Imogen’s bedchamber: the wall 
tapestry which shows Cleopatra on Cydus, the bas-relief of Diana bathing, two Cupids 
in the fireplace and the fretted ceiling of Cherubim. Iachimo’s description on her 
chamber serves to prove Imogen’s dishonour for Posthumus gradually. The vision 
scene of Posthumus’ dead family and Jupiter in Act V. scene iv and the Soothsayer’s 
interpretation of his vision on princely eagle in Act V. scene v show visible emblematic 
elements. By examining emblematic allusion, characters, and the visible spectacular 
scenes, this paper argues what this peculiarity means within the flow of Shakespeare’s 
tragi-comedies. 
 
 
I 
 
Cymbeline には、奥深い内容が秘められている。この作品は、スペクタクル的場面が
多く、エンブレム的要素が効果的に用いられている。第 5 幕第 2 場では、短い戦いの場
面がいくつか導入され、黙劇的に構成されている。また、第 5 幕第 4 場では Posthumus
の見た亡霊の場面および、その後、鷲にまたがった Jupiter によって言及される予言、
さらに Posthumus と Iachimo の間でなされた賭の勝敗において Posthumus の Imogen
不信の根拠として徐々に機能していく Imogen 寝室の場面など、洗練されたスペクタク
ル的特性や、エンブレム的な要素が見られる。こうした洗練された視覚的要素は、この
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劇の構造の中でどのような意味を持つのか、殊に Shakespeare のロマンス劇と言われる
一連の劇の劇作術の中でどのような位置づけを占めるのであろうか。 
本稿では、このようないくつかの注目に値する洗練された表象、あるいはスペクタク
ル的な、舞台上で演出される視覚的場面に光をあて、こうした場面に密接に絡む登場人
物とその台詞を考察しながら、この作品の特異性について論じてゆきたい。 
 
 
II 
 
では、まず最初にImogen寝室の描写からとりあげて、考察してゆきたい。第 2 幕第 4
場でIachimoはImogenの貞節を手に入れた証拠のひとつとして、彼女の寝室の壁にか
かった誇り高きCleopatraがAntonyと出会う場面の、シトナス河の水が両側に溢れんば
かりになっている図柄のタペストリーをあげ、精妙華麗なできばえとの評価を加えなが
ら説明している。Peggy Muñoz Simondsによれば、当時人気を博したブリュッセルで
織られたこうした高価なタペストリーは法学院の学生やその友人などから劇団に貸し出
され、仮面劇や饗宴で使われるのが慣わしとなっており、図像学的象徴を通して、女王
や為政者への政治的メッセージを強調するのに用いられていたようである。1 P. M. 
SimondsはCleopatraは豊饒と受胎の神、Isisと同等視され、自然の女神の象徴であり、
最初は海から誕生したVenusそのものの象徴とみなしている。2 誇り高きCleopatraの図
柄は、この寝室の主であるImogenとの比較あるいは王女への視点を与え、溢れんばかり
のシナドス河の水は豊饒のイメージを与えている。SimondsやFrank Kermode, Emrys 
Jonesが指摘するようにAntonyとCleopatraの物語のキリスト教的重要性は「全世界に平
和の訪れるときが近づいた」(Antony and Cleopatra, IV. iv. 4)というOctivius Caesar
の予言にあり、それはイエス=キリストの生まれた、Augustus帝時代の平和の時に、終
わりなき帝国の出現を予言するものなのである。3 ImogenにとってCleopatraのAntony
はもちろんPosthumusをあてこむものであろうが、PosthumusにとってAntonyがどのよ
うなイメージで受け止められていくかはこの後の筋の中で考えなくてはならない。少な
くとも、この時点ではPosthumusは妻を信頼しきっている。 
次の証拠として、Iachimo は部屋の南側の暖炉の装飾である水浴みする Diana の彫刻
を己の見解を加えながらあげている。 
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Or do your honour injury. The chimney 
Is south the chamber, and the chimney-piece, 
Chaste Dian, bathing: never saw I figures 
So likely to report themselves; the cutter 
Was as another Nature, dumb; outwent her, 
Motion and breath left out. 
(II. iv. 80-85)4
 
このような美術品は大理石を刻むのではなく、粉石膏を型におし込んで作られたようであ
る。5 Dianaはいうまでもなく月と狩猟と女性の女神であり、貞節の守護神である。貞節
な妻を象徴することでDianaと Imogenが重ね合わせられる。Simondsは Iachimoに
Actaeonの役割を見ているが、DianaとActaeonの物語はOvidのMetamorphosesなどを通
して、ルネッサンスのヨーロッパ全土に広まっていたものであり、この指摘は的を射てい
ると考えられる。6 水浴みするDianaをActaeonが聖なる領域に入り込み、盗み見てしま
うという縮図はローマ人の外部者Iachimoがブリテンの王女の寝室に入り込むという領域
侵犯を侵し、横たわって休んでいる王女に近づいてしまう危険性を浮き上がらせる。こう
したActaeonとDianaの心像が流布していたということは、この水浴みするDianaと横た
わる王女 = Venusのイメージへと繋がり、この連結をCleopatraのタペストリーの暗示す
るCleopatra = Venusへのあてこみが支える図式となっている。このように交差するイ
メージが重層的な象徴を作りだしてゆく。 
Iachimoは Imogenの寝姿について次のように述べている。 
 
The chastity he wounded. Cytherea, 
How bravely thou becom’st thy bed! fresh lily! 
And whiter than the sheets! That I might touch! 
But kiss, one kiss! Rubies unparagon’d, 
How dearly they do’t: ’tis her breathing that 
Perfumes the chamber thus: the flame o’ th’ taper 
Bows toward her, and would under-peep her lids, 
To see th’ enclosed lights, now canopied 
Under these windows, white and azure lac’d 
With blue of heaven’s own tinct. But my design. 
To note the chamber: I will write all down: 
Such, and such pictures: there the window, such 
Th’ adornment of her bed: the arras, figures, 
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Why, such, and such; and the contents o’ th’ story. 
(II. ii. 14-27) 
 
観客の視点は Venus そのものの Imogen に注がれる。Iachimo は彼女の寝姿の艶やかさ
に心奪われながらも、自らの計画の目的――Posthumus との賭に勝つための証拠を集め
るということ――を忘れず、次なる室内の装飾を書きとめる。彼は後にその様子を次の
ように Posthumusに証拠としてあげていく。 
 
Being, as it is, much spoke of. The roof o’ th’ chamber 
With golden cherubins is fretted. Her andirons 
(I had forgot them) were two winking Cupids 
Of silver, each on one foot standing, nicely 
Depending on their brands. 
( II. iv. 88-90) 
 
まず、Iachimoの言い忘れた暖炉の薪架の、銀製の盲目のキューピット一対を見てゆくこ
とにする。この薪載せ台にはEros(情熱)とAnteros(愛の美徳、貞淑なる愛)のトポスが含ま
れている。たいまつをもったキューピットたちは暖炉の火の中に位置し、たいまつの火で
女神を照らし暖炉の中の水浴みするDianaを眺めている。古代のトポスとしては、いたず
らで好色なErosは彼が人間に与えた苦しみの復讐として罰せられる。7 SimondsはEros
とAnterosにそれぞれClotenとPosthumusを読みとっているが、筆者は Iachimoと
Posthumusともとれるのではないかと考える。なぜならば、後の戦いの場面でIachimoは
Posthumusによって散々痛めつけられるからであり、Iachimoは上記の引用箇所でも分か
るように、美徳と美貌の王女Imogenに淫らな思いをいだいたことを告白しているためで
ある。Iachimoは動物的臭覚でImogenが彼の手に負える女性ではないと初めて会ったとき
から悟っており、賭に勝つための証拠をかき集める。Iachimoがいたずらに企てた賭のた
めにPosthumusと Imogen、さらにはその父王のCymbelineも苦しみ、 Iachimoは
Posthumusに戦いでなぶられることとなる。そういう意味ではClotenもGuideriusによっ
て首をとられるはめになり、Eros = Cloten対Anteros = Guideriusという読みも可能とな
る。Clotenは自ら考えた、好色で陰険な計画を契機として Imogenの実は兄である
Guideriusに首をはねられてしまうからである。ここにいたずらで幼いErosと成熟した
Anterosの表象が当時の装飾として広まっていたことを考え合わせると、2 人のキュー
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ピットが暖める水浴みするDianaの図象は王女Imogenに観客の視点を向け、夫が追放さ
れた、この美貌の貞淑なる妻、美徳の王女の危機と神の守護をほのめかしていると解釈す
ることができよう。 
観客の視点は天蓋のついたベッドに眠るImogenに注がれる。Iachimoは彼女の腕からブ
レスレットを抜き取り、さらにImogenの身体の特徴である左の胸元の小さな 5 つの黒子
を最も大切な証拠として書き留める。Simondsによれば眠れる美女(Ariadne / Cleopatra)
の身体の特徴を侵入者が盗み見てしまうという図式はヘレニズム芸術の眠れる美女
(Ariadne)が片方の腕を頭の回りにめぐらせ、少なくとも片方の胸を侵入者に露わにする
ポーズの石像と心像を共にするものである。8 当時の観客がこうした古典的な図柄に通
じている層であれば、ブレスレットを抜き取られたImogenをおそらくこうしたしどけな
いポーズをとったものとして想定し、そこにActaeonたるIachimoが侵入してくるきわめ
て危険な図像を描いたはずである。眠れるAriadneあるいは眠れる美しき女性がこのよう
なポーズをとった像というのは当時遍く広まった人気のある図像学的彫像であった。9 
こうした作品に見られるトポスは (1)「侵入者はこの石像にふれてはいけない」(2)「ど
んな人間もその制作者たる彫刻家になりえない。それほど彼は恋人が見るように、岩の上
で横たわっている姿をみごとに彫り上げた」の 2 点であるが、この 2 点については
Cymbelineの中で言及があり、こうしたトポスは守られている。このようなことを考え合
わせると、しどけない姿で眠るImogenの描写におそらく観客は横たわるVenus / Ariadne
のような周知の図像を思い浮かべたであろうし、そこにはImogenの女性としての危機―
―それが言葉(評判)によるものであれ、単に計画で終わるものであれ、こうした暗い面の
潜在性を暗示するものと解釈できるのではないか。 
Imogenの寝室の天井には金色の天使たちが浮き彫りされている。Iachimoはその様子を 
“The roof o’ th’ chamber / With golden cherubins is fretted.” (II. iv. 87-88)と述べてい
る。88 行目の‘fretted’はOxford版の注によれば「すかし彫り」の彫刻デザインで飾ること
であり、Schmidtによれば「浮き彫りにする、装飾する」の意味でこの箇所が引用されて
いる。10 Simondsによればこの用語は粉石膏で作ったルネッサンス期の室内装飾のひと
つの様式やリュートやバイオルなどの弦楽器の構成を意味する。Imogenの寝室のすかし
彫りの天使たちは神の知恵と正義を表し、Imogenの守護を意味しているのではないだろ
うか。SimondsはIachimoによるImogenと彼女の装飾を施した寝室の描写やこうした舞台
設定は悲喜劇のきわめて重要な要素としてとらえるべきであると述べている。11 筆者も、
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こうした視覚芸術的な、室内化された演劇へとShakespeareの喜劇が変質していくところ
に悲喜劇というものがあるのではないかと考える。 
Venus と見まごうばかりの艶やかな寝姿で横たわる王女 Imogen と彼女を取りまく誇り
高きエジプトの女王のタペストリー、Actaeon の侵入を予期させる水浴みする Diana と
この月の女神を照らす 2 人の天使たちの縮図、これらエンブレム的要素は誇り高き美貌の
王女に今後起こる暗い運命――ひとりの女性としての危機をさえ暗示し、それを遙か彼方
から天使たちが見守っていることをほのめかすものなのである。 
 
 
III 
 
では、次にもうひとつのスペクタクル的側面――音楽という点からこの劇の構造につい
て考察してみたい。寝室の描写から Imogen の危機と神の守りという今後のプロットが読
み取れたが、音楽はこの劇の中でどのような役割を果たしているのだろうか。 
第 2 幕第 3 場で、ClotenはImogenの窓辺で楽師たちに音楽と歌を奏でさせる。Cloten
はこの箇所での音楽と歌について  “First, a / very excellent good-conceited thing; 
after, a won- / derful sweet air, with admirable rich words to it, and / then let 
her consider.” (II. iii. 15-18)と、楽師たちに要求している。この朝のセレナーデはこの
劇の中で一体どのような効果をもつのであろうか。このセレナーデの場面は、今まで見て
きたように、真夜中にIachimoがトランクの中から抜け出し、Imogenの寝室と彼女の身体
の特徴をつぶさに観察し書きとめた後、彼女の腕からブレスレットを抜き取ったまさに翌
日の朝のできごとのなのである。Richmond Nobleによると、このセレナーデはコンソー
ト(室内楽的器楽アンサンブル)のことで、訓練を受けた楽師たちによってこうしたアンサ
ンブルを演奏するために特別に舞台の上に上がって演奏されるもので、Clotenの要求どお
りバイオル(六弦の擦弦楽器音色指板にフレットをもつ)の音色に歌が付けられている。12 
これはセレナーデ、または、もっと正確に言うならば、オバド(恋人と別れる暁の歌)のこ
とで、このオバドは、劇場的趣向としてはうまく用いられており、音色の異なるさまざま
な楽器をひとつにまとめるのに役立っている。Nobleによれば、ジェイムズ一世の治世で
は聖歌隊の少年が公衆劇場で歌うのは禁じられていたため、こうした弦楽器にあわせて歌
うことのできる少年を劇団が公衆劇場での上演の際に確保するのはきわめて難しいこと
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だったようである。このオバドは、セレナーデを歌うために特別に雇い入れられた楽師に
よって行われ、この歌い手はファルセットの声で歌ったであろうと、Nobleは考察してい
る。13
 占星術師Simon Formanの 1611 年 4 月のグローブ座での観劇記に他の劇についての覚
え書きとともにCymbelineについての言及があるため、この劇がグローブ座で上演された
側面が強調されてきた。14 しかし、Shakespeareの手による改作の可能性や、こうした
室内楽的器楽アンサンブルの使用、きわめて確保の難しいファルセットの歌手の雇い入れ
などを考慮すると、この劇の特異性のひとつである、演劇の室内化ということが考えられ
る。劇作家の脳裏には、さまざまな美術的、エンブレム的特質を使うことに加えて、こう
した音楽的な趣向を取り入れることによって、当時社会のある層の中で流行していた悲喜
劇、仮面劇的表象に目配りし、演劇の質的洗練性を目指す意図があったのではないだろう
か。 
プロットの流れの中で、このセレナーデの意味を考えてみると、このオバドは、
Posthumus と十分な別れの時をもつことができなかった Imogen にとっては不愉快で嫌
味な別れの歌である。Imogen と Posthumus の別れには品物の交換だけで十分な言葉を
交わすこともできず、まして Romeo と Juliet のような後朝の別れなど考えられないほど
切迫した別れであったのに、何も考えない、無神経な Cloten によってこのような暁の恋
歌で起こされた Imogen は Cloten に対して次のように、今まで抱いていた感情をぶつけ
てしまう。 
 
That cures us both. I am much sorry, sir, 
You put me to forget a lady’s manners, 
By being so verbal: and learn now, for all, 
That I, which know my heart, do here pronounce, 
By th’ very truth of it, I care not for you, 
And am so near the lack of charity 
(To accuse myself) I hate you: which I had rather 
You felt than make’t my boast. 
(II. iii. 103-110) 
 
To be but nam’d of thee. His [Posthumus’] mean’st garment, 
That ever hath but clipp’d his body, is dearer 
In my respect, than all the hairs above thee, 
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Were they all made such men. 
(II. iii. 132-35) 
 
そして、Posthumus からいただいた大切なブレスレットが見つからない不可解さと相
まって、Imogenはこうした腹立たしい感情を Pisanioへも吐露している。 
 
‘His garment!’ I am sprited with a fool, 
Frighted, and anger’d worse. Go bid my woman 
Search for a jewel, that too casually 
Hath left mine arm: it was thy master’s. ’Shrew me, 
If I would lose it for a revenue 
Of any king’s in Europe! I do think 
I saw’t this morning: confident I am. 
Last night ’twas on mine arm; I kiss’d it: 
I hope it be not gone to tell my lord 
That I kiss aught but he. 
(II. iii. 138-47) 
 
Imogen 自身も Cloten について「ばかな男につきまとわれ、脅迫されている」と述べて
いるように、彼女は Cloten に対して一種のストーカーに対する恐れのような不気味な不
可解さを抱いており、今まで事を荒立てないように抑えてきたものをここで何かのはずみ
にぶつけてしまう。この何かのはずみにあたるものが、不愉快な人物 Cloten の意図で、
夜遅くまで、本を読んでいた Imogen を起こす朝のセレナーデなのではないか。音楽は
Shakespeareの芝居の中でさまざまな効果をなしている。この朝のセレナーデはひとつに
は直前の場面の室内化された重苦しい色調を和らげる効果をもっている。さらにこうした
異化効果の他に今まで見えなかったもの、抑えていたものを解放する効果が音楽にはある
のではないだろうか。この朝のセレナーデは Imogen のストレス(今まで Cloten に抱いて
いた嫌悪)を放出させている。そして Cloten への嫌悪を彼女が露わにしたことによって、
Cloten はひどく自尊心を傷つけられ、彼女への復讐を誓うのである。そのような意味で
この場のセレナーデは前の場面の切迫を和らげるだけでなく、前場の象徴する Imogen の
危機への契機となっている。この引用箇所の 146-47 行目でブレスレットがないことを、
Imogen は、そのような事実はないのに彼女の不貞の潜在性の比喩で述べている点もある
意味で示唆的である。 
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次にもうひとつの歌、第 4幕第 2場の埋葬歌について考察したい。この埋葬歌の箇所も
Posthumusの見る夢の場面同様にShakespeare以外の人物による介入といった作者の問題
が問われる箇所である。15 作者の問題が問われるところに意外に重要な背景があるので
はないか。この埋葬歌の前にも “Solemn music.” (IV. ii. 186)とト書きがあるが、これは
Fidele (Imogen)が死んでしまったと思ったCadwalたるArviragusがこれを悼み、皆に知
らせるために奏でたものである。Belariusの助言を受けてGuideriusはClotenの首なしの
遺体をFideleの側へ運び、葬ることを提案する。Belariusが彼の亡骸を運んでくる間、
GuideriusとArviragusでFideleの埋葬歌を朗読することとなる。 
 
Arv. And let us, Polydore, though now our voices 
 Have got the mannish crack, sing him to th’ ground, 
 As once to our mother: use like note and words, 
 Save that Euriphile must be Fidele. 
Gui. Cadwal, 
 I cannot sing: I’ll weep, and word it with thee; 
 For notes of sorrow out of tune are worse 
 Than priests and fanes that lie. 
Arv. Than priests and fanes that lie. We’ll speak it then. 
(IV. ii. 235-43) 
 
Guideriusは歌うことを拒否している。Nobleはこの箇所を変声期前の男声の歌い手を 2
人確保することの困難さとそのことに対するShakespeareの言い訳と見ており、この埋葬
歌は歌われるのではなく、暗唱されるとしている。16
 
SONG 
Gui. Fear no more the heat o’ th’ sun, 
   Nor the furious winter’s rages, 
 Thou thy worldly task has done, 
   Home art gone and ta’en thy wages. 
 Golden lads and girls all must, 
 As chimney-sweepers, come to dust. 
 
Arv. Fear no more the frown o’ th’ great, 
   Thou art past the tyrant’s stroke, 
 Care no more to clothe and eat, 
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   To thee the reed is as the oak: 
 The sceptre, learning, physic, must 
 All follow this and come to dust. 
  
Gui. Fear no more the lightning-flash. 
Arv.   Nor th’ all-dreaded thunder-stone. 
Gui. Fear not slander, censure rash. 
Arv.   Thou hast finish’d joy and moan. 
Both. All lovers young, all lovers must 
 Consign to thee and come to dust. 
 
Gui. No exorciser harm thee! 
Arv. Nor no witchcraft charm thee! 
Gui. Ghost unlaid forbear thee! 
Arv. Nothing ill come near thee! 
Both. Quiet consummation have, 
 And renowned be thy grave! 
(IV. ii. 258-81) 
 
この埋葬歌の効果は一体どこにあるのだろうか。Fideleへの埋葬歌の趣旨はGuideriusの
言う “Thersites’ body is as good as Ajax’, / When neither are alive.” (IV. ii. 252-
53)といったような、「王者、医者、学者をとわず、死んでしまえば塵と化すのみ」という
ことに、さらに「魔女、亡霊、凶事などが現れでることなく、弟よ、静かに眠れ」という
儀式的な含みをもつものである。Nobleはこの暗唱歌を身の毛もよだつほどの葬式ごっこ
と見ており、この連れ去られた 2 王子に儀式への熱意があるのは明白と言っている。17 
筆者はこの歌には、Belariusによって時々言及されてきたように 2 王子の由緒正しさを強
調し、Imogenと失われた 2 王子との兄弟の絆を暗示し、さらに次の場面の、首なし死体
をImogenが抱くというグロテスクな光景と対照をなすと考える。Belariusによって
Clotenの遺体が運ばれてくるのは観客に分かっているのであるから、おそらく、予期され
る一種異様な光景への一時的な息抜きの効果があるのではないか。王女Imogenは、実は
仮死の状態で生きているのであるから、「死の瀬戸際まで行って、死を扱わない」という
意味で、悲喜劇的息抜きとも呼べる効果があるのではないだろうか。18 
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IV 
 
 
歌や音楽は Shakespere の喜劇の中で、主題を浮き上がらせたり、色調のバランスを
とったりする効果があり、この芝居の中でもこのような異化効果が見られた。本節では今
まで考察してきた歌や音楽、そして、エンブレム的視覚的場面に直接関わりのある登場人
物について台詞をもとに考察したい。Imogen 寝室の描写に密接に絡んでくるのは、賭物
語の主要人物、Posthumus と Imogen、 Iachimo と Cloten であるが、まず Posthumus
から考えてみたい。 
幕開きの第 1幕第 1場では紳士のひとりが、Clotenと Posthumusを比べて次のように
述べている。 
 
  First Gent. He that hath miss’d the princess is a thing 
        Too bad for bad report: and he that hath her 
(I mean, that married her, alack good man, 
And therefore banish’d) is a creature such 
As, to seek through the regions of the earth 
For one his like; there would be something failing 
In him that should compare. I do not think 
So fair an outward, and such stuff within 
Endows a man, but he. 
(I. i. 16-23)  
 
しかし、プロットが進むにつれ、観客には劇冒頭における紳士の Posthumus 賞賛にもか
かわらず、Posthumus がせっかちで不安定であり考え方も固いということが分かってく
る。彼は Imogen の貞節を賭けた勝負においても冷静に考えればあまり確かな証拠とは言
えないのに、あっさりと負けを認めてしまう。Iachimo のいう Imogen の身体的特徴――
胸の黒子が決定的な証拠となるのであるが、そこへ至るまでに友人の Philario も
Posthumus を  “Sir, be patient: / This is not strong enough to be believed / Of 
one persuaded well of.” (II. iv. 130-32)とたしなめている。Imogen に対して不信を抱
いた Posthumus は逆上して彼の両親と女性全体をなじり、 “I’ll write against them 
[women], / Detest them, curse them:” (II. iv. 183-83)とアイロニストになってしまう。
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Posthumus が劇冒頭で言及されるような輝きを取り戻すのは第 5 幕の戦闘場面を経た後
であり、その間の Posthumus はどちらかというと、Cressida に失望する Troilus にも似
て、愚かで弱く、だまされやすい人物である。Posthumus は Imogen 殺害を Pisanio に
命じ、この目的のため、書簡でウェールズのミルフォードへ行くように指示する。この賭
物語の重要性はプロットをミルフォードへと進め、そこにあらゆる重要な人物を集めてい
ることだ。ミルフォードへの言及はこの芝居の中では何度もなされていて、この地名もこ
の劇の表象する、貴族主義的な一面をなすのであるが、この点については次章のスペクタ
クル的特性のところで併せて考えることにする。 
Posthumus は Pisanio から送られた Imogen の血痕の付いたハンカチを見て後悔し、
改悛し、次のように言っている。 
 
Against my lady’s kingdom: ’tis enough 
That, Britain, I have kill’d thy mistress: peace, 
I’ll give no wound to thee: therefore, good heavens, 
Hear patiently my purpose. I’ll disrobe me 
Of these Italian weeds, and suit myself 
As does a Briton peasant: so I’ll fight 
Against the part I come with: so I’ll die 
For thee, O Imogen, even for whom my life 
Is, every breath, a death: and thus, unknown, 
Pitied, nor hated, to the face of peril 
Myself I’ll dedicate. Let me make men know 
More valour in me than my habits show. 
(V. i. 19-30) 
 
そしてImogenのために命を捧げようとブリテンの農夫の格好をして戦闘に身を投ずる。
この自己犠牲的なPosthumusの姿は確かにロマンス常套の騎士道のおきてにかなっている。
19 NosworthyはPosthumusの第 5 幕での再登場に関して、少しも彼のもともとの概念を
回復するものではないと述べているが、筆者は戦闘に身を投じることによってPosthumus
の威厳が回復すると考える。PosthumusはImogenへの罪→後悔→改悛→ 自己犠牲という
過程を経て成長するのであり、そしてImogenに相応しい伴侶となる。20 彼の戦場での
華々しい働きぶりにより、ブリテンは勝利を収め、栄光へと輝くからである。 
では次に Cloten について考察しよう。Imogen は Cloten について次のように Pisanio
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に述べている。 
 
No court, no father, nor no more ado 
With that harsh, noble, simple nothing, 
That Cloten, whose love-suit hath been to me 
As fearful as a siege. 
(III. iv. 133-36) 
 
前の章でも触れたが、Clotenにはストーカー的な執拗さと、幼稚性、残虐性があり、
Imogenはこれを直覚で感じ取っている。彼の Imogenに対する脅威は、Calibanの
Mirandaに対する関係と類似する。NosworthyはClotenをCalibanの先駆けと見ているが、
確かに、Clotenは外側の宮廷風気取りとは裏腹に内に残虐性、野蛮な獣性をもった登場人
物である。21
次に Imogen について取り上げることにする。Imogen は Posthumus より逆境に強く、
勇気もあり、楽天的でもある。Posthumus が妻の不信に陥ったとき、逆上して、内面の
弱さをさらけだし、自暴自棄になってしまうのに対し、 Imogen は Pisanio から
Posthumus の Imogen 殺害の計画を聞いても動揺せず、ここでは Pisanio の言うとおり
男装して Caius Lucius に仕える決心をしている。Imogen は Pisanio に対して次のよう
に言っている。 
 
Beginning, nor supplyment. Thou art all the comfort 
The gods will diet me with. Prithee away, 
There’s more to be consider’d: but we’ll even 
All that good time will give us. This attempt 
I am soldier to, and will abide it with 
A prince’s courage. Away, I prithee. 
(III. iv. 181-86) 
 
NosworthyはImogenについて妖精物語の消極的な王女といった、通常のロマンスのヒロ
インたちの概念を損ねていると指摘しているが、Imogenには確かにこうしたヒロインた
ちとは異なる、威厳に満ちた気品と威圧的な表現が見られる。22 ClotenはImogenが他
のだれよりも優雅な才能に恵まれていて、気品があるさまを次のように述べている。 
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I love, and hate her: for she’s fair and royal, 
And that she hath all courtly parts more exquisite 
Than lady, ladies, woman, from every one 
The best she hath, and she of all compounded 
Outsells them all. 
(III. v. 71-75) 
  
Imogen は初めて Iachimo に会ったときも、彼に隙を与えず、いやしくも Iachimo が彼
女を誘惑しようとすると父王のことに触れ、それによって、Iachimo に彼女の身分と事
件の重大性について認識させ、Iachimoがかなう相手ではないことを悟らせている。 
 
Imo. Away, I do condemn mine ears, that have 
 So long attended thee. If thou wert honourable, 
 Thou wouldst have told this tale for virtue, not 
 For such an end thou seek’st, as base, as strange. 
 Thou wrong’st a gentleman, who is as far 
 From thy report as thou from honour, and 
 Solicits here a lady that disdains 
 Thee, and the devil alike. What ho, Pisanio! 
 The king my father shall be made acquainted 
 Of thy assault: if he shall think it fit 
 A saucy stranger in his court to mart 
 As in a Romish stew, and to expound 
 His beastly mind to us, he hath a court 
 He little cares for, and a daughter who 
 He not respects at all. What ho, Pisanio!  
Iach.  O happy Leonatus! I may say: 
 The credit that thy lady hath of thee 
 Deserves thy trust, and thy most perfect goodness 
 Her assur’d credit. Blessed live you long! 
 A lady to the worthiest sir that ever 
 Country call’d his; and you, his mistress, only 
 For the most worthiest fit. Give me your pardon. 
(I. vii. 141-62) 
 
Iachimoが率直に許しを求めると、Imogenは  “All’s well, sir: take my power i’ th’ 
court for yours.” (I. vii. 179)と威厳に満ちた言い方をしている。IachimoはImogenに初
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めて会ったとき彼女のことを  “th’ Arabian bird” (I. vii. 17)と形容している。アラビア
の鳥とはつまり不死と再生の鳥であり不死鳥はElizabeth女王の象徴として用いられるだ
けに、エリザベス朝復興運動の一環としてImogenに王女Elizabethをあてこむ見方もある。
この点については次章のエンブレム的要素の考察で取り上げるが、いずれにしても、
Imogenは威厳に満ちた高貴な存在である。23
Imogenはこの劇の本質に関わる主要な人物であり、彼女には不死と再生の意味が込め
られている。首なし死体を抱くImogenのグロテスクな場面はRoger Warrenが指摘すると
おりこの劇の転換点になっており、Tw lfth NightのMalvolioの穴蔵の場に相当する祝祭
的な場面であると考える。
e
24 ImogenがClotenの遺体をPosthumusだと思い込み、涙を
流すことで忌まわしき部分――悪夢を見ているようなPosthumusの愚かさや嫉妬が薄れ、
許され、次の新たな局面を迎えるからである。この場面は直前の仮死状態のImogenへの
挽歌の場とダブル・プロットになっていて、ここにおいて挽歌のモチーフが響き、意味を
なすのである。 
Iachimo について簡潔にまとめるならば、語りの巧みさということと、Posthumus の
引き立て役という重要な面があげられる。Imogen に会い、賭に勝つことはできないと
悟った Iachimoは書きとめた Imogenの部屋の様子と抜き取ったブレスレット、彼女の身
的特徴を次々に証拠として Posthumus に提示し、ついに賭に勝ってしまう。しかし後に
良心に苛まれ、戦闘場面では、Posthumus に散々に痛めつけられる。第 5 幕では、農夫
の姿をした兵士が Posthumus であったことの重要な証人としての役目を Iachimo は担っ
ている。良心に苛まれた Iachimoは Posthumusの前にひざまづく。この Iachimoを一回
り大きく成長し、悪魔的側面を浄化された Posthumus がすぐに許す。Cymbeline も婿を
見習い、ローマ側もブリテン側もすべての者を許すことによってより大きな平和が達成さ
れる。 
 
 
V 
 
最後に、主に第 5 幕のスペクタクル的要素の際だった場面や表象的な要素に注目しなが
ら、大団円へ至るまでの展開と最終場のページェントとしての盛り上がりを考察し、併せ
てこの劇の特異性についても考察を試みたい。 
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第 5幕第 1場はじめにおいて Pisanioから送られた Imogenの血痕がついたハンカチを
手にしていると思いこんだ Posthumusは次のように嘆いている。 
 
Yea, bloody cloth, I’ll keep thee: for I wish’d 
Thou shouldst be colour’d thus. You married ones, 
If each of you should take this course, how many 
Must murder wives much better than themselves 
For wrying but a little? 
(V. i. 1-5) 
 
この台詞は Posthumus が妻を自分に優ると実感していることと、彼の中で罪の意識が高
まり、Imogen のあやまちよりも後悔の気持ちが強まっているのを表す点で重要である。
女性が優位に描かれているのは Shakespeare 一連の諷刺喜劇の特色である。この場面は
Cloten の死体を Posthumus のものと思い涙する Imogen の場面とダブル・プロットをな
し、この芝居の感傷的でグロテスクな一面を印象づける。 
第 5 幕冒頭での Posthumus の独白により、彼が Imogen のために死ぬ覚悟でいる心情
が明らかになった直後の第 2 場では、短い戦闘場面が黙劇的に構成されている。見せ物的
場面の後、短い台詞のやりとりが続き、第 3 場への展開の中で、Posthumus と Belarius、
Guiderius、Arviragus の活躍ぶりが際立ってくる。こうした黙劇的な場面の間に挟み込
まれた台詞によって、観客には Posthumus の行動が彼の長い語りによって説明される。
観客は Posthumus が一回り大きく成長したことと、その華々しい武勇によって幕開き当
初の名声を回復し、ようやく Imogen に相応しい伴侶としての足場を固めていくのに気付
くのである。 
次に、第 5 幕第 4 場での Posthumus の見た亡霊の場面とその直後の鷲に乗った
Jupiter の予言、さらに占い師の見た夢と占い師による Posthumus の夢解きなど、スペ
クタクル的かつ表象的な場面を取り上げ、その視覚的効果について考察したい。より情勢
の不利な方へ身をおこうとし、今度はローマ人として捕虜となった Posthumus は牢獄で
処刑の直前に Jupiter の夢を見る。これは Posthumus の亡き家族が亡霊となり、彼を不
憫に思い、Jupiter に訴えるという設定で起こる出来事である。一族の霊が登場する前に
厳粛な音楽と 2 度もの楽師たち登場のト書きが入る。このように音楽への言及が多いのも
この芝居の特質である。Posthumus の母親は出産の際に亡くなっており、息子が敵の中
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で産声をあげたことを哀れんでいる。 
 
Moth. Lucina lent not me her aid, 
     but took me in my throes, 
 That from me was Posthumus ript, 
     came crying ’mongst his foes, 
 A thing of pity! 
(V. iv. 43-47) 
 
一族の者は彼が Sicilius Leonatus の世継ぎであり優れた資質をもち、ブリテンの宮廷に
は彼より他に Imogen にとって好ましい若者はいないほど素晴らしい人物であったことと、
Posthumus のこの度の不運を嘆き Jupiter に助けを求める。これにより Jupiter が怒り、
鷲にまたがって降臨する。この雷鳴と稲妻を伴った Jupiter の降臨および亡霊たちの場面
はいかにも仮面劇的である。Jupiter は下賤な亡霊が雷の神を恐れずに訴えるという手段
を叱りながらも、Posthumus とその一族に明るい見通しを与える。Jupiter は後へのプ
ロットを説明し、大団円への伏線を形成する。 
最終場の第 5幕第 5場の始めでは、戦場での輝かしい叙勲式が執り行われることとなる。
Belarius、Guiderius、Arviragus が目覚ましい戦場の武勲によって、王より勲爵士に叙
せられ、新たな身分と官職を任ぜられるこの儀式は、最高のページェントであり、王の威
光を見せつける、政治的メッセージを含んだ視覚的な場面である。しかしながら、数多の
筋が入り組み、そう容易く大団円へとは至らない。叙勲式の最中に王妃訃報の知らせが入
り、次にローマ人の捕虜たちが警護されて登場する。この場に Imogen と Posthumus が
共に相手に気付かずにいるが、まず、Imogen が Iachimo とその指輪に気付き、これが契
機となり、賭物語の真相と、Imogen、Posthumus、そして連れ去られた 2 王子の正体が
明らかになる。Posthumus は Jupiter の予言の書かれた書きつけをローマの占い師に解
読してもらう。 
 
Sooth. [Reads] When as a lion’s whelp shall, to himself unknown, without 
seeking find, and be embrac’d by a piece of tender air: and when 
from a stately cedar shall be lopp’d branches, which, being dead 
many years, shall after revive, be jointed to the old stock, and 
freshly grow, then shall Posthumus end his miseries, Britain be 
fortunate, and flourish in peace and plenty. 
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 Thou, Leonatus, art the lion’s whelp, 
 The fit and apt construction of thy name, 
 Being Leo-natus, doth impart so much: 
 [To Cymb line] The piece of tender air, thy virtuous daughter, e
 Which we call mollis aer; and mollis aer 
 We turm it mulier: which mulier I divine 
 Is this most constant wife, who even now, 
 Answering the letter of the oracle, 
 Unknown to you, unsought, were clipp’d about 
 With this most tender air. 
Cym. With this most tender air. This hath some seeming. 
Sooth.  The lofty cedar, royal Cymbeline, 
 Personates thee: and thy lopp’d branches point 
 Thy two sons forth: who, by Belarius stol’n, 
 For many years thought dead, are now reviv’d, 
 To the majestic cedar join’d; whose issue 
 Promises Britain peace and plenty. 
(V. v. 436-59) 
 
占い師によって「獅子の子」がLeonatusであることが語られる。ここにPosthumusの母
の亡霊が強調する、出産の際に彼は母の死後生まれたことと合わさって、Posthumus 
Leonatusの名の由来が観客の関心を呼ぶ。「やさしき空気」とはImogenのことであると
解読される。「やさしき空気」とはGlynne Wichkamによると南風Zephirusのことで皇太
子Henryの英国皇太子としての叙任式の際、Samuel Danielが皇太子Charlesに授けるた
めに選んだ役である。25 この芝居の中には時事的なあてこみがかなり使われている。
「天にそびえる杉の木」とはCymbelineのことで、「切り落とされたる枝々」とは 2 人の
王子を指していると解釈される。名前に言及すればImogenとは、ブリテンの最初の王妃
の名であり、ブリテン諸王の先祖、Bruteの妻の名である。Emrys Jonesによれば、国王
James一世はHenry七世の象徴する役割を引き継いでいると主張し、第二のBruteとして
ただひとりの君主のもとにブリテンの諸島を統一したということと、平和な治世を作り出
す調停者としての自らの業績に誇りをもっていた。26 1611 年にBen JonsonとInigo 
Jonesが、宮廷でMasque of Oberonを上演したとき、多くの詩人や劇作家たちはこうし
た王の立場や政治的テーマ、王やその家族に関する事項を仮面劇やページェントに組み入
れようとし、こうしたことを王自らが喜び、助けていた節がある。27 この作品にミル
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フォードの言及が多いことは前にも触れたとおりであるが、ウェールズのミルフォード・
ヘイヴンはチューダー朝の祖先にあたるHenry七世が 1485 年に上陸した土地である。こ
の祖先を通してJames一世はチューダー王朝がトロイ王家より出たBruteの系譜をひくも
のだとする神話と繋がることができた。28 また、さらに「鷲の予言」というのがあり、
これはGeoffrey of Monmouthによって言及された鷲が発した予言ということで、ブリテ
ン族がチューダー王家となって復帰することに備える予言と考えられ、当時の古代研究家
兼法律家John SeldenはHenry七世とその子孫のスチュアート家をこれに関連づけて考え
ている。29 チューダー朝のブリテン神話がスチュアート朝に引き継がれ、これを王も仮
面劇などの制作者たちも政治や文化の形態の中に取り入れていた。Cymbelineの幕締め近
くでは、失われた王子たちが王家の親木に継ぎ合わされたとき、ブリテンの平和と豊饒は
約束されると鷲の予言が解釈される。 
さらに、占い師は彼の見た夢が実現したとして、その夢について次のように語る。 
 
Is full accomplish’d. For the Roman eagle, 
From south to west on wing soaring aloft, 
Lessen’d herself and in the beams o’ the sun 
So vanish’d; 
(V. v. 471-74) 
 
この夢はローマとブリテンの友情の前兆として解釈される。これを聞き、Cymbelineは戦
争を平和に終結し、ロンドンの町を行進し、宴会をもって調印する旨を述べ、一同荘厳な
列をなし、退場する。鷲に乗った Jupiter の場面を短いページェントで見た後、
Posthumus や占い師によってさらに言及され解釈されることにより、観客にはイリュー
ジョンの力によって視覚的にふくらみ、予言は帝国の平和と繁栄の主題として為政者の政
治的宣伝という側面をもち、反響するのである。  
Imogenには神聖な威厳のある王女として、不死鳥の表象が見られ、そこにElizabeth女
王や王女Elizabethをあてこむ見方が存在することは前に述べたとおりであるが、これは
チューダー朝の比喩表現がスチュアート朝へも引き継がれる一例でもある。Frances A. 
Yatesは王女Elizabethの結婚の祝賀の準備に詩人や劇作家たちが忙しかった時期、1612
年にShakespeareは前年にできた台本を利用して、Imogenに王女Elizabethの以降の運命
を暗示するものを付け加えたと見ており、The Temp stの中の仮面劇が 1612 年遅く王女e
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が婚約したときに付け加えられた説をあげて説明している。30 The Tem estの仮面劇に
ついてのFrank Kermodeの説がおそらく的を射ていることや、1612 年王女結婚直前のク
リスマスの時期に一連の国王一座の劇が宮廷で上演されたことを考えると、この見方も強
ち外れてはいないのではないかとも考えられる。
p
31 Cymbelineの創作年代としては 1609
年が一般的に妥当な時期とされている。Nosworthyは 1606 年から 1611 年までが可能な
時期とみなし、ブラックフライアース座との関連などから 1608 年または 1609 年を適切
な時期と見ており、劇場再開時のことを考慮し、この時期Shakespeareが暇であったはず
はないと考えている。Warrenは少なくとも 1610年秋までにはこの作品は書かれ、上演さ
れたとみなしている。32 CymbelineはSimon Formanの観劇記より、グローブ座で上演
されたことがわかっているが、王政の不死と再生の物語、帝国の平和と繁栄の宣伝効果を
含んだページェント的な演劇は私設劇場でも公衆劇場でも上演可能であり、宮廷人をも大
衆をも惹きつけるのではないか。Imogenの寝室に見られるエンブレム的な要素は演劇を
室内化し、観客の視点をこの女性主人公に集め、賭物語における、彼女の危機を浮き彫り
にした。音楽的な効果は彼女の危機を強調したり、ストレスを放出させ、ウェールズでは
失われた兄弟の絆を暗示するのに役立っている。音楽は前の場面の緊張を緩和したり、こ
れを強めたり、プロットを進める契機になっているのである。また、短いページェント的
な視覚的場面は、その間に主要人物の語りという形で解説が入り、この劇の特質や主題を
浮かびあがらせてゆく。鷲に乗ったJupiterが大がかりに天から降臨し、さまざまな謎が
王の前で解かれ、王は神意に従い、ローマと友好を結び、この平和をあまねく民衆に知ら
しめるべく、荘厳な列を組み行進する。この劇の特色として演劇の室内化、仮面劇の流行
を意識したスペクタクル性、黙劇的構成、音楽の要素、王侯貴族の時事的あてこみや政治
的メッセージを含んだ言及などがあげられる。こうしたCymbelineの特異性は、劇作家の
脳裏で、仮面劇や悲喜劇の流行を意識し、知的上流階級ではやっていた演劇の特質を取り
入れることによって演劇の質的洗練をめざそうとした試みに起因すると考える。
Cymbelineは国王James一世とその家族への政治的メッセージを含み、それを古典的図像
に通じている観客に訴える作品であり、こうした視覚芸術的な仮面劇的表象や音楽の効果
をShakespeareが取り入れはじめた、室内化され、洗練された悲喜劇なのである。 
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